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魚体処理の労力とコストを削減

・小型魚は、頭と内臓を取り除く魚体処理に時間とコストがかかる。
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解決すべき課題

管理番号186

魚 、頭 臓 除 魚体 。

・市場では値段がつかないで廃棄される小型の魚（カタクチイワシなど）を有効利用したい。

ヘッドカッターとフィレマシンを連結して自動化するために，
連結方法を開発する

発明のポイント

・小型魚から大型魚まですべてに適用。
・装置が単純化されたことにより、

・メンテナンスが縮減
・コスト縮減

加工現場で利用ができます。

練り製品やフライ製品の

解決法・応用例搬送
バー

頭を除去された魚

Ｖ字溝 魚 移動方 ・練り製品やフライ製品の

量産を後押し。

機械の詳細については

Ｖ字溝 魚の移動方
向

機械の詳細については、
東洋水産機械株式会社に
お問い合わせください。

TEL072-273-9351
魚を直接Ｖ字溝に落とす


